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井戸

令
和
４
年
度
の
振
興
会

事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

で
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
、

部
会
員
並
び
に
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
よ
り
、
概
ね
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
振
興
会
イ
ベ

ン
ト
で
最
も
大
き
な
天
草

最
高
峰
倉
岳
ウ
ォ
ー
ク
や

史
跡
め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
は
、
天
草
島
内
か

ら
沢
山
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
棚
底
の
自
然

豊
か
な
集
落
景
観
や
歴
史
、

文
化
財
な
ど
を
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
敬
老
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
伴
う
施
設
の
利

用
制
限
に
よ
り
急
遽
、
中

止
と
な
り
、
開
催
を
心
待

ち
に
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

大
変
ご
迷
惑
お
掛
け
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

振
興
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
引
き
続
き
棚
底
が
誇

る
自
然
や
歴
史
、
文
化
財

な
ど
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
所

存
で
す
。
新
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

『地域資源を活かした地域活力の創造』
～人が輝く元気なまちづくり～

日本の宝島“天草”づくり講演会

講師 ： 豊重哲郎氏（柳谷自治公民館長）

総務省 ２０１８年度ふるさとづくり大賞

最優秀賞 受賞

１９９５年、やねだん（柳谷集落）自治公民館長

に就任以来、行政に頼らない「むら」おこしを

テーマにアイデアあふれる地域づくり活動を実

践し、地域再生のモデルとして全国から視察者

が殺到している。

内閣府地域活性化伝道師

日
本
の
宝
島
“
天
草
”
づ
く
り
講

演
会
が
、
２
月
２
３
日(

木
）
天
草
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
棚
底
地
区
振

興
会
か
ら
も
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
第
９
回
天
草
市
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
「
特
別
賞
」
に
亀
場
地
区
振

興
会
、
「
奨
励
賞
」
に
枦
宇
土
振
興
会
、

「
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
に
高
浜
地
区
振

興
会
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
事
例
発
表
が
あ
り
、
「
ま
ち

づ
く
り
大
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
高
浜
地

区
振
興
会
の
宇
土
さ
ん
が
、
途
絶
え
か

け
て
い
た
高
浜
ぶ
ど
う
の
復
活
に
向

け
た
取
り
組
み
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
講
演
会
で
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
の
柳
谷
自
治
公
民
館
長
の
豊
重
哲

郎
氏
が
『
地
域
資
源
を
活
か
し
た
地
域

活
力
の
創
造
』
と
い
う
演
題
で
、
公
民

館
長
に
就
任
以
来
、
「
行
政
に
頼
ら
な

い
地
域
お
こ
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
主

財
源
確
保
の
た
め
実
践
し
て
こ
ら
れ

た
活
動
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

僅
か
２
５
０
人
足
ら
ず
の
山
村
で
、

休
耕
地
を
活
用
し
た
カ
ラ
イ
モ
の
生

産
や
「
焼
酎
や
ね
だ
ん
」
の
開
発
、
土
着

菌
の
製
造
等
な
ど
。
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ

る
行
動
力
で
「
自
主
財
源
確
保
」
に
取

組
ん
で
来
ら
れ
た
豊
重
氏
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
の
高
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

で
事
業
推
進
！

令
和
４
年
度
主
な
実
施
事
業

月　日（曜日） 事　　業　　名 月　日（曜日） 事　　業　　名

４月１２日（火） 棚底地区振興会総会 　８月１４日（日） 棚底地区盆踊り（中止）

４月２４日（日） 棚底史跡めぐり＆ウォーキング 　９月１５日（木）
１１日の棚底地区敬老会（中止）、
金婚・ダイヤモンド婚表彰式実施

５月　８日（日） 棚底城跡・棚底川草刈作業 １０月　２日（日） 棚底地区スポーツ大会

６月　５日（日） 一日一汗運動 １０月２３日（日） 棚底城跡・棚底川草刈作業

７月　３日（日） 町内一斉避難訓練 １１月　６日（日） 天草最高倉岳ウォーク

７月１７日（日） 棚底城跡・棚底川草刈作業 １１月２７日（日） 倉岳町ふるさとまつり

７月１５日（金） 防犯パトロール（中止） １２月１６日（金） 防犯パトロール

７月３１日（日） 世代間交流事業（中止） １２月１８日（日） 倉岳えびすマラソン大会

アイデア溢れる行動力で

「むら」おこし実践



　

令和５年４月号

２月末

904（-4)

１月末

479 1,020（-3）

908

475（-4） 1,023

棚底地区振興会　　会報№２０８（５、４、１）

２月末 １月末

606（+1)

高齢化率
５１.４６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 276（+2）274 605

441(-1）

1,192（-3）

宮　田 442

2,536 2,530（-6)合　計 1,195

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

４月 ９日（日）熊本県会議員選挙

４月１１日（火）倉岳戦没者追悼式

４月１３日（木）棚底地区振興会総会

４月２３日（日）史跡めぐり＆ウォーキング

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
底
城
通
信
第
８
２
号

棚底城跡の遺構保護および眺望の妨げになる樹木

の伐採を行いました。３月下旬に実施し、国道から棚

底城跡の形状がひと目でわかるようになりました。支

障木の伐採は、令和７年度頃まで計画的に進める予

定です。

また、指定範囲を示す石製の境界標の設置も完了し、

未来に伝える城跡の範囲が明確になりました。今年度

も地域の皆さんのお力添えをいただきながら、事業を

進めてまいります。よろしくお願いします。

（天草市文化課 宮崎）

～樹木伐採と

境界標設置を行いました～

【支障木伐採のようす】

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉔

ク
ラ
タ
ン
の
堤

前
回
の
倉
岳
関
連
か
ら
引
き
続

き
で
す
が
、
倉
岳
と
矢
筈
岳
の
中

間
付
近
の
谷
間
は
ク
ラ
タ
ン(

倉

谷
）
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
に
七
つ
の
迫

か
ら
流
れ
る
水
を
溜
め
た
古
い
堤

が
あ
り
ま
す(

標
高
五
〇
〇
ｍ
）。
今

は
訪
れ
る
人
も
な
く
、
過
去
に
は

馬
鹿
で
か
い
蛇
が
い
た
と
の
噂
も

あ
り
、
一
人
で
訪
れ
る
に
は
心
細

い
所
で
す
が
、
小
学
生
の
頃
、
遠
足

だ
っ
た
か
、
学
校
林
関
係
か
、
土
手

で
弁
当
を
食
べ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
４
７
災
で
、
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
土
手

も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
わ
ず

か
に
水
も
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
碑

文
が
刻
ま
れ
た
自
然
石
の
記
念
碑

が
あ
り
ま
す(

写
真
参
照
）
。

文
化
十
一
年

山
王
大
権
現

戌
七
月
吉
日

世
話
人

當
役
年
寄

民
左
衛
門

同

泰
右
衛
門

立
會

又
兵
衛

同

禮
左
衛
門

統
領

徳
兵
衛

惣
村
中

六
月
八
日
ヨ
リ
七
月
朔
日
迄

五
百
句
余

伝
承
で
は
、
時
の
庄
屋
で
あ
る

鬼
塚
元
左
衛
門
が
棚
底
村
の
水
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
築
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
左
衛
門
の

名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
ぐ
上

の
屋
根
筋
に
は
こ
れ
よ
り
五
六
年

古
い
宝
暦
四
年(

一
七
五
四)

の
山

王
大
権
現
の
像
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
修
験
道
が
ら
み
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
諏
訪
神
社
の
大
光

院
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

碑
文
の
最
後
の
字
句
「
五
百
句
」

の
意
味
が
よ
く
分
り
ま
せ
ん
。
築

造
に
は
三
ヵ
年
を
要
し
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
が(

碑
文
の
工
期
は
わ
ず

か
一
ヶ
月
？
）
、
工
期
な
の
か
、
棚

底
の
屋
数
を
表
す
も
の
か(

当
時
は

約
三
六
〇
戸)

、
お
分
か
り
の
方
は

ど
な
た
か
ご
教
示
く
だ
さ
い
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生


